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現在、日本の人口は、2008（平成20）年をピークに
減少しており、2050（令和32）年には、2008年比約
80%である1億192万人になるとの推計があります。

供給が需要に合わせる経済へ
人口増加の局面では『需要が供給に合わせる』経済が

成り立っていましたが、人口減少の局面では『供給が需
要に合わせる』経済が必要になってきます。
例えば、これまでは『バス停に来るバスを待つ』と

いったことが、『バスが顧客の都合に合わせて動く』こ
とになります。
このようなことを実現するためには、需要と供給をリ

アルタイムで把握し、供給側の意思決定の確認を待たず
に先にものやサービスを動かすような、デジタル基盤が
必要になってきます。

ものづくり中心の経済からサービス中心の経済へ
人口増加期には、拡大する国内市場を前提に、製造業

を中心とした長いサプライチェーンに依存する『ものづ
くり中心の経済』を形成してきました。
しかし、人口減少期では、シェアードエコノミーなど

も積極的に活用したサービス重視の経済（サーキュラー
エコノミー）への移行が必要になってきます。
進まない製造業の立地とサービス業の生産性低迷に悩

む地域経済においても、デジタル技術を活用し、共助の
ビジネスモデルなどを積極的に活用した新たな生活経済
モデルを、積極的に構築していくことが必要になってき
ます。

今、なぜデジタルが求められているのか
～地方創生×デジタルの必要性～
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※引用：デジタル庁第2回デジタル田園都市
国家構想実現会議資料（2021.12）



今、なぜデジタルが求められているのか
～地方創生×デジタルの必要性～
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共助のビジネスモデルの必要性
市場の拡大期は、民間事業者が個別にデジタル投資を行って

も投資回収ができましたが、市場の縮小期は、個別にデジタル
投資を行うと投資回収できない恐れがあります。
しかし、特定の民間事業者が利用するデータ連携基盤などに

は、公的部門は支援を入れにくい傾向にあるため、民間事業者
は、こうした基盤への投資を進めるためには共同で投資するこ
とが必要となります。

共助が支える新たなデジタル生活基盤とまちづくり
多様な生活ニーズや価値観に寄り添うサービスをデジタル技

術によって磨いていくためには、複数のサービスが積極的に協
力し支え合う、共助のビジネスモデルを土台としたデジタル生
活基盤の再構築が必要となります。
共助のデジタル生活基盤を構築した上で、それを土台とした

新たな生活サービスの創出と、積極的な市民参画による街の中
での繋がりの強化による、Well-Beingの向上に向けたまちづく
りの好循環を生み出すことが必要となります。

佐渡市においても、今後、人口減少が進むことが予想され、
市民・民間事業者・行政が連携しデジタル活用による地方創生
に取り組むことが必要となります。



人口減少社会の地方創生に取り組むにあたっては、デジタイゼーション、デジタライゼーション、デジタルトランスフォーメーションを問
わず、デジタル技術の活用を図ります。

デジタル技術の活用にあたって

デジタル
トランスフォーメーション

（Digital Transformation）

デジタイゼーション
（Digitization）

デジタライゼーション
（Digitalization）

アナログ・物理データのデジタルデータ化

・アナログ情報をデジタル情報に変換

・部分的なデジタル化

組織横断/全体業務・製造プロセスのデジタル化、

顧客起点の価値創出のための事業やビジネスモデル

の変革

個別の業務・製造プロセスのデジタル化

・システムにより業務プロセスを最適化

・業務全体のデジタル化

ITシステムの導入により業務をデジタル化し、業務
フローを部分的・局所的にデジタル化すること。
業務効率化の実現が主な目的であり、これまで紙で

行ってきた業務をデジタル化すること等がある。

システムにより特定の業務・製造プロセスをデジタ
ル化し、プロセス全体を最適化すること。
プロセス全体を通してデジタル化することで、新た

な価値やビジネスモデルを生み出すことが目的となる。

個別の業務・製造プロセスだけでなく、組織全体をデ
ジタル化することで、ビジネスモデルや組織そのものを
変革させていくこと。
デジタル技術でビジネスモデルや組織のあり方そのも

のを変革することが目的となる。

※引用：経済産業省DXレポート2中間取りまとめ（概要）<https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-3.pdf>
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佐渡市の特性
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位置・地形

本市は新潟県のほぼ中央の日本海上に位置する、市域面積約855㎢、人口5万642人（2022（令和4）年12月末現在）の離島の都市です。

北側の大佐渡山地と南側の小佐渡丘陵の二列の山地と、これに挟まれた国中平野により形成されており、東には両津湾、西には真野湾が
あります。大佐渡、小佐渡を通じて数段に及ぶ海岸段丘が発達しており、島を取り巻く海岸線は約280㎞に及びます。

島の大部分が国定公園や県立自然公園に指定されており、豊かで美しい自然環境に恵まれています。

文化

本市の文化は、佐渡に配流となった貴族がもたらした貴族文化や、金銀山の発展により奉行や役人たちが江戸からもちこんだ武家文化、
商人や船乗りが運んだ町人文化など、三つの文化が渾然一体となって独自の文化を育んでおり、「佐渡は日本の縮図」といわれています。
また、特別天然記念物に指定されたトキが野生下で繁殖し生息するなど、トキと共生する島として知られているほか、江戸時代には国内随
一の産出量を誇る金銀の採掘地として栄え、現在も多くの文化財が残されています。

2022（令和4）年5月には、こうした文化的背景を含め、経済・社会・環境の三側面における新しい価値創出を通して持続可能な開発を
実現するポテンシャルが高い都市・地域として、「SDGs未来都市」に選定されています。

産業
本市の産業は、農業では、トキとの共生を目指し、生物多様性保全を重視した「生きものを育む農法」による米作りのほか、おけさ柿や

ル レクチエなどの果樹栽培、アスパラガスなどの園芸栽培が盛んです。漁業では、脂がのった一番美味しい時期に水揚される寒ブリや、
清浄で栄養豊富な深海に生息する南蛮海老やズワイガニなど、日本海を代表する魚介類が漁獲されています。また、観光では、世界文化遺
産に推薦された「佐渡島の金山」をはじめ、世界農業遺産（GIAHS）、日本ジオパークに認定された自然、歴史、文化などの多様な地域
資源を活用した滞在型観光を推進しています。

人口動態（2030年の人口予測）

資料：「国勢調査報告」（総務省統計局）、社人研推計人
口

国勢調査 推計人口

2000（平成12）年 2005（平成17）年 2010（平成22）年 2015（平成27）年 2020（令和2）年 2025（令和7）年 2030（令和12）年

国勢調査人口 72,173人 67,386人 62,727人 57,255人 51,492人 46,870人 42,054人

対前増減数 ▲2,776人 ▲4,787人 ▲4,659人 ▲5,472人 ▲5,763人 ▲4,622人 ▲4,816人

対前増減率 ▲3.70％ ▲6.63％ ▲6.91％ ▲8.72％ ▲10.07％ ▲8.98％ ▲10.28％



まちづくりのビジョン

歴史と文化が薫り 人と自然が共生できる持続可能な島
～子どもからお年寄りまで 誰もがいきいきと輝ける島～

基本理念

将来像

笑顔と長寿の明るい島

文化の薫るおけさの島

働く汗の光る島

人情と優しさのあふれる島

トキの舞う美しい島

基本目標

本市では、2022（令和4）年度からスタートする新たな「佐渡市総合計画」を策定しています。
佐渡市総合計画は、将来あるべき佐渡の姿と長期的な展望を市民と共有し、総合的かつ計画的な市政運営を図るための最

上位計画です。

この「佐渡市総合計画」をまちづくりのビジョンと捉え、デジタル技術を活用した構想を策定します。

•１：豊かな自然と共生した、安全で快適なまちづくり

•２：一人ひとりが活躍し、いきいきと暮らせるまちづくり

•３：郷土への誇りと未来への希望を育むまちづくり

•４：地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

•５：心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり
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まちづくりのビジョンの実現に向け、「佐渡市総合計画」に掲げる施策の実現に貢献するための手段として、また、総務
省が示す自治体DX推進計画に掲げられている重点取組事項※1等の実行に貢献するための基本的方針を示す「佐渡市デジタル
化構想・計画」を策定します。

中長期的な視点により、佐渡市が目指すデジタル技術活用社会を明確化し、市民と共有するための構想及び計画とします。
また、デジタル技術の活用や社会実装に向けてコラボレーションすべき関係者や適応技術を考えるための指針になるもの

とします。

なお、今回策定するデジタル化構想・計画については、地域課題の動向や日々進化するデジタル関連技術の動向を踏まえ、
必要に応じて見直しながら更新を図るものとします。

佐渡市デジタル化構想・計画策定の背景・目的

9

※1：自治体DX推進計画に掲げられている重点取組事項
（１）自治体情報システムの標準化・共通化
（２）マイナンバーカードの普及促進
（３）自治体行政手続きのオンライン化
（４）自治体のAI・RPAの利用促進
（５）テレワークの推進
（６）セキュリティ対策の徹底

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

令和9年度
(2027年度)

令和10年度
(2028年度)

令和11年度
(2029年度)

令和12年度
(2030年度)

計
画

ビ
ジ
ョ
ン

デジタル化構想

第１期デジタル化計画

第２期デジタル化計画

第３期デジタル化計画



「佐渡市総合計画」をもとに、佐渡市デジタル化構想・計画を策定します。
また、「佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の改定版となる「改定佐渡版総合戦略（仮称）」における地域ビジョ

ンを兼ねるものとします。

佐渡市デジタル化構想・計画の位置づけ

佐渡市が目指すまちづくりの基本理念と将来像、基本目標、その実
現に向けた施策の大綱を明らかにし、総合的かつ計画的な市政運営を
図るための指針となるもの。
2030（令和12）年度までの基本構想と基本計画で構成。

佐渡市総合計画

佐渡市総合計画に掲げる施策の実現に貢献するための「手段として
のデジタル活用」の構想を示すとともに、実行計画である「佐渡市デ
ジタル活用計画」の指針となるもの。

佐渡市デジタル化構想

「佐渡市デジタル化構想」に掲げるデジタル施策の実現に貢献する
ための実行計画。各課が所管する実行計画のうち、デジタル活用に関
する部分を具体的に計画化するもの。
※佐渡市における自治体DX推進計画であり、国が掲げる重点項目に関する実行計画・KPI
を含めるものとする。

佐渡市デジタル化計画

「まち・ひと・しごと創成法」に基づく国の総合戦略の地方版。
2022（令和4）年度に国は総合戦略を抜本的に改定し、「デジタル田

園都市国家構想総合戦略」を策定。今後、地方は改定された国の総合戦
略に基づき、地方版総合戦略を改定する。

佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略

改定佐渡版総合戦略（仮称）
本市が抱える社会課題などを踏まえ、個性や魅力を生かした「地域ビ

ジョン」を掲げるもの。
国は、地域ビジョンの実現のため、必要な施策間連携を強化し、同様

の課題を抱える複数の地方公共団体が連携して課題解決に取組めるよう、
デジタル活用も含めた推進策を提示。

※今後策定予定

地域ビジョンに包含

佐渡市デジタル化構想

佐渡市デジタル化計画

連動

デジタル活用で実現したい未来

アクションプラン化

改定
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「佐渡市総合計画」に掲げた施策・課題をもとに、デジタル技術の活用アイデアを抽出し、実現したい未来を描きました。
また、実現したい未来のイメージを抜粋した形で、ビジュアライゼーションしビジョンマップを作成しています。
この未来のイメージからバックキャストし、2030（令和12）年のありたい姿を実現するためのデジタル活用施策を明確化

しています。

佐渡市デジタル化構想の策定方針

佐渡市総合計画 課題体系整理
デジタル活用
アイデア抽出

実現したい
未来のイメージ

ビジョンマップ
デジタル化
構想

「佐渡市総合計画」に掲げられている5つの基本

目標ごとの施策をもとに、現状とありたい姿の

ギャップ（課題）の洗い出しを行いました。

現状とありたい姿のギャップ（課題）と活用でき

そうなデジタル技術のアイデアとの関係性を俯瞰

的に整理しました。

2030（令和12）年に実現したい未来のイメージ

のうち、象徴的なシーンを図解化し、ビジョン

マップに表現しました。

洗い出した現状とありたい姿のギャップ（課題）

に対し、活用できそうなデジタル技術を検討しま

した。

課題体系を整理した図をもとに、2030（令和

12）年に実現したい未来のイメージとして17つ

にまとめました。

実現したい未来のイメージや実行するデジタル活

用施策をもとに、本デジタル化構想を策定します。
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２章：デジタル活用の推進方針
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「佐渡市総合計画」にて、実現したい佐渡として掲げている理念を、デジタル活用におけるビジョンと捉えます。
ビジョン実現に向けて取り組まなければならないことを、市民、民間事業者、行政とが一体となり、それぞれの役割や得

意分野を生かしながら協力して挑戦します。
大切にしたいことを関係者と共有しながら取組を進めます。

実現したいこと（VISION）、取り組まなければならないこと（MISSION）、
大切にしたいこと（VALUE）

VISION

MISSION

VALUE

歴史と文化が薫り 人と自然が共生できる持続可能な島
～子どもからお年寄りまで 誰もがいきいきと輝ける島～

• データに基づくマネジメントで、豊かな自然と
共生した安全で快適なまちづくり

• 組織間の情報連携で、一人ひとりが活躍しいき
いきと暮らせるまちづくり

• 時間・空間の制約を越え、郷土への誇りと未来
への希望を育むまちづくり

• 情報が集まるシカケとコラボで、地域の活力と
賑わいあふれるまちづくり

• デジタルネットワークを活かして、心豊かで明
るい暮らしを未来に繋げるまちづくり

• 市民参加と歴史・文化・自然の尊重

• デジタルモラルの醸成で次世代が希望を持つ
ことができる地域社会

• 新しいことにトライし、成功への過程を許容
する ※ただし、ベストを尽くすこと！
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デジタル活用により取り組まなければならないこと

デジタル技術を活用することにより、「佐渡市総合計画」に掲げる各基本目標の実現に貢献します。

佐渡の資源や自然に関するデータを集め、データを共有・活用したマネジメント
を実現することで、人々が安心して暮らせるまちづくりに貢献します。

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した
安全で快適なまちづくり

基本目標１ 基本目標２

基本目標３

時間・空間の制約を越え、
郷土への誇りと未来への希望を育むまちづくり

いつでも、どこでも、いつまでも、世代を越えて学び合える空間をつくり、佐渡
の文化を継承する仕組みづくりに貢献します。

組織間の情報連携で、一人ひとりが活躍し
いきいきと暮らせるまちづくり

健康に関するデータを連携し、異なる組織で共有・連携することでシームレスな
包括ケア体制を強化し、幸せで健康に暮らせるまちづくりに貢献します。

情報が集まるシカケとコラボで、
地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

魅力ある佐渡のあらゆる資源を有効活用するために、データをつなげ、企業間・
産業間をつなげ、活力と賑わいのあふれる産業振興に貢献します。

基本目標４ 基本目標５

デジタルネットワークを活かして、
心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり

市民にとって身近な行政でありつつ、かつ、市民と市民がつながり、ともに協力
し合って創る佐渡の未来にデジタル技術で貢献します。
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デジタル活用で実現したい未来のイメージ
基本目標１：データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり

棚田

佐渡の資源や自然に関するデータを集め、データを共有・活用したマネジメントを実現することで、人々が安心して暮らせ
るまちづくりに貢献します。

みんなでつくる・つながる、いのちを守るための災害対応
災害に関する様々な情報を集約し、欲しい情報をタイムリーに市民に届け、市民同士が情報を投稿し合うことで自助・
共助の関係を作り上げ、みんなが助け合う災害に強いレジリエンスなまちづくりに貢献します。

誰でも安全で快適なモビリティサービス
車の運転が困難な方々にも様々な公共交通機関を利用できる新たな交通体系を確立し、交通事故を減らしながら
すべての市民がアクセスできる仕組みを創ります。

ネイチャーポジティブな自然資源マネジメント
生物多様性を維持していくためのデータの蓄積、評価、自然資源の保全という流れを作り上げ、脱炭素社会にも寄与す
る資源のマネジメントを実現します。

エネルギー循環の仕組み
再生可能エネルギーによる発電・蓄電、マイクログリッド等を統合し、仮想的な発電所として捉え、需要予測や供給と
のバランスを最適制御することで、エネルギーを滞りなく届けます。災害時の停電にも強い島を実現します。

グリーンで最適なインフラの実現
自然豊かな資源を活用した水道、自然に優しい下水道、自然と調和した道路保全など、データの活用によるグリーンに
配慮したアセットマネジメントを実現します。
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データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境



デジタル活用で実現したい未来のイメージ
基本目標２：組織間の情報連携で、一人ひとりが活躍しいきいきと暮らせるまちづくり

佐渡病院

健康に関するデータを連携し、異なる組織で共有・連携することでシームレスな包括ケア体制を強化し、幸せで健康に暮ら
せるまちづくりに貢献していきます。

医療・介護・福祉・救急の垣根を越えたケアの実現
オンライン診療により遠隔地でも医師の診療が受けられたり、組織の壁を越えてデータ・情報を連携することにより、
地域全体で医療・介護・福祉・救急が連動する体制の実現に貢献します。

データに基づく楽しい健康づくりのシ・カ・ケ
蓄積された健康・医療にかかわるデータの分析・活用により、健康イベントへの参加を促したり、食生活等のアドバ
イスをお知らせしたり、幸せ×健康（シアワセ カケル ケンコウ）する仕掛けづくりを行います。

垣根を越えた地域ぐるみの子育て
「子どもは地域で守る」をモットーに、様々な関係者間におけるデータの連携を実現するとともに、オンラインでの
相談や地域内・地域間での相談ができる環境を構築します。
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組織間の情報連携で、一人ひとりが活躍しいきいきと暮らせるまちづくり ２．医療 ・ 介護 ・ 福祉



デジタル活用で実現したい未来のイメージ
基本目標３：時間・空間の制約を越え、郷土への誇りと未来への希望を育むまちづくり

いつでも、どこでも、いつまでも、世代を越えて学び合える空間をつくり、佐渡の文化を継承する仕組みづくりに貢献しま
す。

いつでも・どこでも・いつまでも世代を越えた学び合い ～何歳からでも輝ける～
教材や授業のデジタル化、教室をバーチャルでつなぐことで学ぶ空間を作るとともに、子どもが高齢の方に身近なデ
ジタルツールの使い方を教える、高齢の方が子どもにデジタルを使って歴史や文化を教える場を作ります。

一人ひとりの個性を伸ばす教育ダイバーシティ
離島でありながら、すべての子どもにあらゆる選択ができるように、日本中・世界中とつなげ、学校で習うこと以外
のスポーツや文化についても学ぶ機会・場を創出します。

距離と時間を越えた文化継承を育むコミュニティ
長い間引き継いできた佐渡の文化的遺産をアーカイブしながら、佐渡島内に限定することなく地理的な制約を越えて
次の世代に継承していくとともに、文化財の新たな価値創出に貢献します。
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時間・空間の制約を越え、郷土への誇りと未来への希望を育むまちづくり 3．教育 ・ 文化



デジタル活用で実現したい未来のイメージ
基本目標４：情報が集まるシカケとコラボで、地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

魅力ある佐渡のあらゆる資源を有効活用するために、データをつなげ、企業間・産業間をつなげ、活力と賑わいのあふれる
産業振興に貢献します。

データでつなげる・とどけるシティプロモーションで佐渡ファンの拡大
佐渡に興味のある人の行動に関わる様々なデータを蓄積し、デジタルマーケティングにより産品や観光・文化・アク
ティビティなどの佐渡の魅力を効果的にプロモーションすることで、関係人口の増大を目指します。

スタートアップと地場企業のコラボレーションで産業振興にシナジーを
佐渡で起業するスタートアップと、佐渡の資源を強みとする地場産業がデジタルテクノロジーの活用により連携する
ことで相乗効果を図り、産業振興に貢献します。

みんなが使えるキャッシュレスで島内経済循環活性化
地域ポイントやプレミア商品券などに加え、健康づくりやボランティア活動への参加ポイントも統合し、みんなが使え
るキャッシュレス決済サービスを浸透させることで、あらゆる場面での利用促進により島内の経済循環に貢献します。

ニーズに合わせた地場産品の高付加価値化とサプライチェーンの構築
欲しい人に欲しいものが届らけられる・ダイレクトにつながるサプライチェーンを構築し、佐渡の産品の高付加価値
化をもたらし、稼げる農林水産業を実現することで、担い手不足の解消を図ります。
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情報が集まるシカケとコラボで、地域の活力と賑わいあふれるまちづくり ４．産業振興 ・ 雇用



デジタル活用で実現したい未来のイメージ
基本目標５：デジタルネットワークを活かして、心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり

産業

市民にとって身近な行政でありながら、市民と市民がつながり、ともに協力し合って創る佐渡の未来にデジタル技術で貢献
します。

より良い佐渡をみんなで創るための共創的コミュニティの実現
市民が積極的に参画し、佐渡市の未来のために一緒につくる共創的コミュニティをデジタル技術を活用しながら実現
するとともに、地域内での交流や集落交流を活性化します。

イケてる行政 ～便利で身近で時代に即した頼れる市役所～
デジタル技術を駆使し、庁内事務業務の効率化・高度化を実現し、行政サービスの質の向上を図ります。遠隔での行
政手続きや移動型市役所等も浸透させることで、コンパクトでありながら市民に身近な行政であり続けます。
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デジタルネットワークを活かして、心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり ５．市民活動 ・ 行政活動



デジタル技術を取り入れ、2030（令和
12）年に佐渡市が目指す未来のありたい
姿をビジュアライゼーションするため、
ビジョンマップとして作成しました。

実現したい未来のイメージのうち、象
徴的なデジタル活用シーンを描いていま
す。

市民、民間事業者、行政が、共通のイ
メージを持ち、連携して取り組むことを
目的としています。

デジタル技術を取り入れた佐渡市が目指す未来のありたい姿
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３章：デジタル活用施策
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総合計画における施策とデジタル活用により実現したい未来のイメージ、及びデジタル活用施策の関係を示します。

22

デジタル活用施策体系図

みんなでつくる・つながる、
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４章：デジタル活用推進体制
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佐渡市のデジタル化構想、計画の実行にあたっては、市長を最高責任者、副市長を最高情報責任者とし、ビジョンの実現
に向けて各担当課が責任を持って推進する体制とします。

デジタル活用推進体制

24

佐渡市デジタル活用推進体制
最高責任者

市長

CIO

副市長

デジタル活用推進責任者（各部長）

プロジェクトチーム ワーキンググループ 各課

デジタル政策室

CIO補佐

デジタル政策主幹

佐渡市のデジタル活用に関する最高責任者。
市が目指す方向性を示すとともに、ビジョン・計画策定、及び実行など
デジタル政策推進にて行う活動、成果物、予算の最終決定・承認を行う。

佐渡市のデジタル活用推進に関する戦略と調達マネジメントに関する責任と権限を有する。
策定したビジョンや基本方針に沿い、有効な調達の予算査定及びマネジメントを一括して
行う。

佐渡市のデジタル活用推進に関するビジョン及び計画の策定におけ
る方針明確化、計画のとりまとめを行う。CIOの担務に関する助
言・支援を行う。各種外部組織等に参画し、全体ビジョンとの整合
性を取りながら、意見・助言・調整を行う。

佐渡市のデジタル活用推進に関するビジョン及び計画の策定をマネジメントする。
懇談会の運営、連携部門、各種関連コンソーシアム等との実務レベルでの調整を
行うとともに、庁内各セクションの取組に関する技術的な助言や推進を支援する。

庁内の意思決定や部門間での調整を行うとともに、デジタル化構
想・計画を実行していく上で、担当部門の実行責任を負う。

佐渡市のデジタル化構想・計画を実行してい
く上で、庁内横ぐしで実行するプロジェクト
について、個別にチームを立ち上げ、推進す
る。

佐渡市のデジタル化構想・計画を実行するに
あたり、短期的に検討・調査を行うための庁
内横串のグループを立ち上げ、推進する。
（例：デジタルリーダの取組みなど）

デジタル化構想の実現に向けて、実行計画の
策定や計画の実行を行う。



佐渡市デジタル化推進検討懇談会

本市において、デジタル社会の構築に向けた取組を迅速かつ着実
に進めていくため、基本的方針及び具体的取組を示す「佐渡市デジ
タル化構想・計画」の策定にあたり、広く有識者等から意見、助言
等を求めることを目的に「佐渡市デジタル化推進検討懇談会」を設
置しています。
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進展のスピードが極めて速いデジタル技術を活用し、地域課題の解決や行政サービスの効率化・高度化を図るためには、
すべての行政職員が変革意識を持ちながら、デジタル技術を使いこなすことのできるようになる必要があります。
本市では3つのカテゴリにおいて、デジタル活用を推進するための人材の育成・確保に努めます。

デジタル人材の育成の考え方

デジタル
イノベーター

デジタルスキルと行政の専門
性をバランスよく身に付け、
デジタル化に関する施策立案、
実行を牽引する。

デジタル
デベロッパー

庁内基幹システム、デジタル
テクノロジーによる新たな
サービスを実現するシステム
開発を牽引する。

デジタル
プロモーター

行政に関する高い専門性を持
ちつつ、デジタルテクノロ
ジーに関する知見を身に付け、
施策のデジタル化の課題等を
把握し解決を図る

コアリーダー

リーダー

フォロワー

CIO補佐 各課の課長情報管理係長

デジタル政策室長
デジタル推進係長 各係の係長情報管理係の主任

デジタル推進係の
主事

各係の
主任、主事

情報管理係の
主事

外部登用／デジタル推進係
員を中心に育成

情報管理係員を中心に育成
／外部登用／専門職員採用

全ての職員がスキル習得

デジタル
イノベーター

デジタル
デベロッパー

デジタル
プロモーター

• デジタル化構想
の実現、デジタ
ル化計画を実行
しながら、デジ
タル化推進スキ
ルを身に付ける。

• 外部のセミ
ナー・研修を受
講し、デジタル
化推進スキルを
習得する。

• 資格取得により
デジタルテクノ
ロジーの専門知
識を習得する。

• デジタル化構
想・計画の推進
と連動した現行
システムの改修
や新規システム
開発に参画しな
がら、デジタル
システムの実現
スキルを身に付
ける。

• 外部のセミ
ナー・研修の受
講、資格取得に
よりデジタルテ
クノロジーの専
門知識を習得す
る。

• デジタル化構想
の実現、デジタ
ル化計画の実行
にあたり、関係
する政策に参画
し、デジタル化
に関するリテラ
シーを身に付け
る。

• 外部のセミ
ナー・研修の受
講、資格取得に
よりデジタルテ
クノロジーの基
礎知識を習得す
る。

育成・確保の考え方
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https://www.city.sado.niigata.jp/


